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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員
年 人 年次 人

キャリアデザイン 人
学科 2 80 － 160

短期大学士(教養)

　　　　学校法人札幌大学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　札幌大学女子短期大学部

（３） 大学の位置

　　　〒０６２－８５２０

　　（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　北海道札幌市豊平区西岡３条７丁目３番１号

　　 ・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

（４） 調査対象学部等の名称，定員等

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備考

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

経済学部経済学科 4 － － －
学士

(経済学)
－ 昭和42年度

平成25年度より
学生募集停止

外国語学部英語学科 4 － － －
学士

(英語)
－ 昭和42年度

平成25年度より
学生募集停止

外国語学部ロシア語学科 4 － － －
学士

(ロシア語)
－ 昭和42年度

平成25年度より
学生募集停止

経営学部経営学科 4 － － －
学士

(経営学)
－ 昭和43年度

平成25年度より
学生募集停止

法学部法学科 4 － － －
学士

(法学)
－ 平成元年度

平成25年度より
学生募集停止

文化学部文化学科 4 － － －
学士

(文化学)
－ 平成19年度

平成25年度より
学生募集停止

地域共創学群人間社会学域 4 900 － 3600
学士

(経済学)

学士
(英語)

学士
(ロシア語)

２　既設大学等の状況

　札　幌　大　学

0.75 平成25年度

北海道札幌市豊
平区西岡３条７
丁目３番１号

学士
(経営学)

学士
(法学)

学士
(文化学)

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

法学研究科法学専攻 2 10 － 20
修士

(法学)
0.55 平成９年度

経営学研究科経営学専攻 2 10 － 20
修士

(経営学)
0.30 平成11年度

外国語学研究科英語学専攻 2 5 － 10
修士

(英語学)
0.20 平成12年度

外国語学研究科ロシア語学専
攻

2 3 － 6
修士

(ﾛｼｱ語学)
0.00 平成12年度

経済学研究科地域経済政策専
攻

2 10 － 20
修士

(経済学)
0.20 平成13年度

文化学研究科文化学専攻 2 10 － 20
修士

(文化学)
0.50 平成13年度

北海道札幌市豊
平区西岡３条７
丁目３番１号

　札　幌　大　学  大　学　院
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

キャリアデザイン学科 2 80 － 160
短期大学士

(教養)
0.51 平成25年度

北海道札幌市豊
平区西岡３条７
丁目３番１号

　札　幌　大　学　女　子　短　期　大　学　部

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２８年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。
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教　授

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

　　　　専任教員として採用されている　教員数を記入してください。

歳

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢

名

　　　　に二段書きで記入し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて

　　　　（特例等による定年年齢ではありません），

3

65

報告書提出時（上記（Ａ））の教
員のうち、定年を延長して採用し

ている教員数

助　教

6
0

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，

7

年齢構成

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）

　　　　を記入してください。

0 10

（ 7 ）

講　師 助　教

３　教員組織の状況

＜札幌大学女子短期大学部　キャリアデザイン学科＞

講　師准教授 准教授

　（１）　専任教員数

計
（Ａ）

教　授 計

3

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況

5

（ 0 ） （ 10 ）

　　　　（　）内に開設時の状況を記入してください。

（ 3 ） （ 0 ）

　（２）　年齢構成

1120
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意見 履行状況 未履行事項についての実施計画

○ 資格の取得によって、本
学における授業科目の単位と
して認定されているが、本学
の教育課程にはない科目名で
単位認定されることとなって
いる。本学で開講されておら
ず単位認定のための名称だけ
の科目であれば、短期大学設
置基準第１５条に照らして不
適切である。短期大学設置基
準に照らして適切な運用とな
るよう、早急に制度の改廃を
検討し、見直しを行うこと。
（キャリアデザイン学科）

是正意見

○ 是正意見を踏まえ、短期大学設
置基準第１５条に基づく適切な対応
をとることとし、資格取得による単
位認定制度を廃止した。なお、この
制度は、平成２５年度キャリアデザ
イン学科１学科制移行以前の英文学
科、経営学科２学科体制時に制定さ
れた制度を引き継いだものである
が、キャリアデザイン学科開設から
３年間、単位認定実績はない。

○ シラバスのない科目があ
ることから、全科目のシラバ
スを作成し、学生に提示する
こと。（キャリアデザイン学
科）

是正意見

○ 是正意見を踏まえ、全科目のシ
ラバスを学生に提示するため、以下
のとおり対応した。平成２７年度、
担当教員の確定が遅れ、シラバス
（冊子）印刷に間に合わなかったた
め、ホームページ上のシラバス（電
子版）に掲載し、学生に周知を図る
対応を行った「マーケティング総
論」については、平成２８年度、シ
ラバス（冊子・電子版）に掲載し
た。また、平成２７年度未開講によ
り、準備していたシラバスを掲載し
なかった「観光サービス論」につい
ては、平成２８年度開講し、シラバ
ス（冊子・電子版）に掲載した。さ
らに通常のシラバス形態をとらず、
別途学生に周知を行ってきた「イン
ターンシップ」、「海外研修」につ
いても他科目と同様にシラバスを作
成し、シラバス（冊子・電子版）に
掲載した。学生に配布した平成２８
年度講義要綱（ＳＹＬＬＡＢＵＳ）
は別添のとおり。

４　前年度のＡＣ調査において付された意見への対応状況
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○ 「インターンシップ」及
び「海外研修」について、大
学としての授業計画が立てら
れておらず、それぞれ研修に
関しての条件（実働時間や研
修期間の下限や研修内容の条
件等）が示されているのみ
で、所定の条件を満たした場
合に単位認定するとしてい
る。事前のガイダンスと事後
の報告書又はレポート提出等
のみの直接指導では専任教員
が責任をもつ指導体制及び安
全管理の体制としては不備が
認められるなど、大学設置基
準等に照らして適切な運用に
疑義がある。教育課程の編成
方針を定めた短期大学設置基
準第５条、単位について定め
た第７条及び短期大学以外の
教育施設等における学修を定
めた第１５条等の趣旨を踏ま
え適切な運用となるよう見直
すこと。（キャリアデザイン
学科）

改善意見

○ 「インターンシップ」、「海外
研修」について、研修の目的と課題
設定、研修準備、研修実践、研修成
果報告など事前・事後学習を含む、
具体的な授業計画をシラバスとして
提示した。「インターンシップ」、
「海外研修」を担当する教員につい
ては、研修の企画及び引率の実績を
持ち、研修目的、研修内容、事前・
事後学習、安全管理体制について、
研修先と直接協議し、研修全般に
渡って十全な指導が可能で、単位認
定に向けた適切な評価ができる者を
充てた。また短期大学設置基準第５
条、第７条及び第１５条等の関連法
規に則り、適切な単位認定となるよ
うに十分留意する。

○ キャリアデザイン学科の
定員充足率の平均が0.7倍未
満となっていることから、学
生確保に努めるとともに、入
学定員の見直しについて検討
すること。

改善意見

○ 教育の質を保証し、教育力の向
上・充実を図るためのＦＤ活動とＳ
Ｄ活動を強化し、学生が主体的に学
修成果を獲得できるよう学修支援、
生活支援、進路支援の充実に努め、
学生の満足度の向上に着実に取り組
んでいる。また、学修成果獲得状況
の把握に向けて、卒業後の進路先に
加え、卒業生自身への調査を開始す
ることとした。本学で獲得した学修
成果が就職・進学に結びついている
ことを高校生・保護者・高等学校等
に対し、丁寧に説明し、本学の教育
力（教育内容と学修成果獲得状況）
の訴求に努めている。定員未充足の
状況は続いているものの、平成２８
年度の入学者数は、前年度比約２割
増となり、キャリアデザイン学科開
設以降、最も高い定員充足率となっ
た。

○ 学生の確保に向けて、より具
体的な数値目標を設定するとと
もに、教育力の向上に努める。
○ 入学者数の変動幅が大きいた
め、入学定員の適正規模につい
て経過を見て判断したい。

○ キャリアデザイン学科に
おいて、定年規程に定める退
職年齢を超える専任教員数の
割合が高いことから、定年規
程の趣旨を踏まえた適切な運
用に努めるとともに、教員組
織編制の将来構想を策定し、
着実に実行すること。

改善意見

○ 短期大学設置基準に定める「必
要専任教員数」（9人）の内、平成
28年4月1日時点で、2/3以上を定年
年齢に満たない教員で構成すること
とし、平成27年4月1日付け任用の助
教１人について採用人事を行った。
さらに、平成28年4月1日付け任用の
助教1人を補充する人事を行った。
この結果、必要専任教員数（9人）
の内、定年年齢に満たない教員は6
人となり、「必要専任教員数」の
2/3に達した。

　　　なお，未履行事項がある場合は，今後の実施計画を具体的に記入してください。　　

（注）・前年度のＡＣ調査において付された意見への対応状況を具体的に記入するとともに，

　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

-6-


